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盛岡市

盛岡市道の駅建設（造成）工事

樋下建設株式会社

トリグリッドＥＸ １,４７５ｍ２

トリパネル ３７３ｍ２（２擁壁計）

施　主：

工事名：

施工会社：

商品名：

　岩手県盛岡市初の道の駅として４

月に開業した道の駅もりおか渋民（愛

称：たみっと）。市の南北の幹線であ

る国道４号沿い、石川啄木が幼少期

を過ごした渋民に新たに整備された

もので、岩手山（２,０３８ｍ）や姫神

山（１,１２３ｍ）の壮大な眺望が最大の

推しポイントです。

　隣接する石川啄木記念館と散策路

で繋がっており、盛岡北部の玄関口

としてエリア一体で魅力を地域内外

へ発信するとともに、地域農業の高

付加価値化への取り組み等地域資源

の魅力向上、世代を超えた関係人口

の創出の場として活用できる多様な

機能を併せ持っています。

　

　国道や市道からこの施設へのアプ

ローチとなる道路において、のり面

の張り出しを最小限に抑える役割を

果たしているのが、「トリグリッドＥ

Ｘ」＋鋼製壁面材「トリパネル」に

よるジオテキスタイル補強盛土工法

です。

　トリグリッドＥＸは柔軟で土との

摩擦特性がよく一体性に優れ、急勾

配盛土や長大斜面を経済的に構築で

きます。壁面材も含め軽量で取り扱

いが容易なため、クレーン等は不要。

安定した盛土をスピーディに施工す

ることができます。

　本件の壁面勾配は１：０.６のため

分類上は補強盛土工法となり、比較

的軟弱な地盤に構築しています。ま

た盛土材は主に砕石を使用していま

すが、植生に問題が出ないよう壁面

裏のみ土砂を用いるなどの工夫を盛

り込んでいます。

<トリグリッド EX＋トリパネル>

盛岡市
道の駅「もりおか渋民」

　

絶
景
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト　

ダ
ラ
ッ
ト

関
西
支
店　

グ
エ
ン
・
ニ
ャ
ッ
ト
・
フ
ィ

　

私
の
地
元
は
ベ
ト
ナ
ム
中
部
に
あ
る
ダ

ラ
ッ
ト
と
い
う
街
で
、
新
婚
旅
行
先
と
し
て

人
気
の
高
い
観
光
地
で
す
。

　

皆
さ
ん
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
が
、
ベ
ト

ナ
ム
は
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
で
と
て
も
暑

い
国
で
す
が
、
ダ
ラ
ッ
ト
は
高
地
の
た
め
涼

し
く
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
時
代
に
政
権
幹
部

や
富
裕
層
が
別
荘
を
構
え
る
避
暑
地
と
し
て

開
発
さ
れ
ま
し
た
。
植
民
地
か
ら
独
立
し
現

在
に
至
る
ま
で
沢
山
の
変
化
が
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
こ
に
は
植
民
地
当
時
の
景
観
が
今
な

お
残
り
、
現
代
の
若
者
た
ち
が
求
め
る
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
な
空
間
と
優
し
い
自
然
環
境
が
あ

り
ま
す
。

　

ダ
ラ
ッ
ト
の
象
徴
は
街
の
中
心
に
あ
る
ス

ア
ン
フ
ー
ン
湖
で
す
。
日
中
は
湖
岸
の
フ
ラ

ン
ス
式
建
築
や
博
物
館
な
ど
の
景
観
が
美
し

く
、
夜
に
は
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
光
が

湖
の
水
面
に
反
射
し
た
り
、
ま
た
高
山
特
有

の
霧
が
か
か
っ
た
り
と
様
々
な
幻
想
的
な
表

情
を
楽
し
め
ま
す
。

　

特
産
品
は
、
暑
い
地
域
で
し
か
作
ら
れ
な

い
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
と
ア
ボ
カ
ド
で
、
と

て
も
美
味
で
す
。
ま
た
コ
ー
ヒ
ー
大
国
と
し

て
知
ら
れ
る
ベ
ト
ナ
ム
で
す
が
、
ダ
ラ
ッ
ト

は
生
産
量
の
多
い
地
域
の
一
つ
で
、
コ
ー
ヒ
ー

好
き
な
方
に
は
自
信
を
持
っ
て
お
勧
め
い
た

し
ま
す
。

　

日
本
の
皆
さ
ん
は
な
か
な
か
行
か
れ
る
機

会
が
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
興
味
を
持
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

完成状況

施工状況
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ア
メ
リ
カ
の
建
国
神
話

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
来
年
、
建
国
二
五
〇

年
を
迎
え
る
と
い
う
。
日
本
で
は
蔦
屋
重
三

郎
が
本
屋
を
始
め
た
頃
で
、
近
世
も
近
世
だ
。

　

ア
メ
リ
カ
史
の
起
点
は
迫
害
を
逃
れ
た
清

教
徒
の
上
陸
と
す
る
記
述
は
多
い
が
、
こ
れ

は
多
分
に
ア
メ
リ
カ
自
身
の
都
合
が
含
ま
れ

て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
イ
ギ
リ
ス
や
ス
ペ
イ
ン
に
よ
る

新
大
陸
の
植
民
地
化
は
十
六
世
紀
に
は
始

ま
っ
て
お
り
、
清
教
徒
の
船
が
流
れ
着
い
た

の
は
ず
っ
と
後
。
ま
た
、
彼
ら
の
入
植
地

プ
リ
マ
ス
は
結
局
立
ち
い
か
ず
隣
の
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ツ
・
コ
ロ
ニ
ー
に
吸
収
さ
れ
、
む

し
ろ
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ツ
が
ボ
ス
ト
ン
茶
会
事

件
な
ど
独
立
運
動
へ
の
流
れ
を
形
作
っ
た
。

そ
れ
で
も
「
自
由
を
求
め
た
最
初
の
上
陸
」

と
い
う
史
実
が
、
プ
リ
マ
ス
を
し
て
「
ア
メ

リ
カ
の
故
郷
」
と
称
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　

ま
た
星
条
旗
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
の
は
ベ
ッ

ツ
ィ
ー
・
ロ
ス
と
い
う
愛
国
的
女
性
だ
っ
た

と
い
う
逸
話
が
米
国
民
に
は
広
く
知
ら
れ
て

い
る
。
歴
史
劇
で
独
立
戦
争
を
扱
う
際
に
は

縫
い
上
げ
た
星
条
旗
を
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン

ト
ン
に
手
渡
す
定
番
的
登
場
人
物
だ
が
、
実

は
新
政
府
に
関
わ
っ
た
と
い
う
史
料
は
な
く
、

そ
も
そ
も
が
遺
族
の
作
り
話
ら
し
い
。

　

ア
メ
リ
カ
は
歴
史
が
短
い
か
ら
な
の
か
、

こ
う
い
う
「
神
話
」
を
ち
ょ
く
ち
ょ
く
史
実

に
挟
み
が
ち
な
よ
う
だ
。

　２０２３年の夏に北海道道央・道北

を襲った集中豪雨は、道内各地に床

上浸水など様々な被害をもたらしま

した。

　この豪雨において、道北・旭川市

と道東・網走市を結ぶＪＲ石北線で

路床に土砂流出が発生し運行を停止。

緊急復旧工事に伴う代行輸送を余儀

なくされました。

　その復旧計画において何より重視

されたのが、土中の水分の徹底的な

排出。そのため、合計２００本以上に

も及ぶ排水パイプが設置されること

となりました。

　ここで採用されたのが、岡三リビッ

ク提供の「ＰＤＲ工法（排水補強パイ

プ）」です。

　ＰＤＲ工法は、打撃挿入の締固め効

果により地盤の安定を高めつつ、ス

トレーナー加工されたパイプ形状に

より必要な排水機能を持たせた、一

挙両得の工法です。

　またパイプは高耐食性メッキによ

北海道旅客鉄道株式会社

石北線　上川・白滝駅間

災害復旧工事

札建工業株式会社

ＰＤＲ工法　２１３組
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る防錆加工がなされているため、本

設の永久構造物として安心して用い

ることができます。

　その施工では大がかりな足場を必

要としないため少人数かつスピー

一本二役で迅速に災害復旧 PDR工法
JR北海道 石北本線

ディーな作業が可能で、一刻も早い

復旧を目指す対策工事に適した工法

といえます。

　約１,０００ｍ３の盛土の再構築を

行ったこの現場では、途中に雨天休

工を２日挟みつつおよそ２週間のうち

に運行再開に漕ぎ着けることができ

ました。

最下段の排水補強パイプ施工状況


